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   A 45-year-old house-wife, who had undergone surgical treatment for lung adenocarcinoma 2 years 
previously, presented with a left renal mass detected by follow-up CT. During 7 months of 
observation, it rapidly enlarged from 1 cm to 3 cm in maximum diameter. Although the short 
doubling time (40 days) suggested that the tumor was metastatic, abdominal urtrasonography, 
angiography and CT scan did not exclude primary renal cell carcinoma. Left nephrectomy was 
performed. Histologically, the tumor proved to be metastasis from the previous lung adenocarcinoma. 
She has been alive with pulmonary recurrence 13 months after nephrectomy. 
   The doubling time of the tumor may be one of the key factors in differentiating a matastatic renal 
tumor from a primary carcinoma. 
                                               (ActaUrol. Jpn.  44: 33-35, 1988) 
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緒 言
他臓器の悪性腫瘍が腎 に転移す ることは剖検では比
較的高率に認め られるが,生 存 中に診断されることは
稀であ る.今 回われわれ は,肺 腺癌術 後2年 目に左腎
転移 をきた した1例 を経験 したので,診 断 を中心に文




家族歴:特 記すべ き事 な し
既往歴:1993年3月肺癌 にて左肺上葉切除:中 分化
型腺癌(pTINlMO,STAGEII)
現 病歴:肺 癌 の術後 フ ォローア ップCTに て1995
年3月,左 腎に直径10mm大 の嚢胞様腫瘤 を指摘 さ
れた(Fig.IA)が,経過観 察 とされた,同 年lo月の
腹部CTで,腫 瘍 は直径30mm大 へ と増大 し,か つ







入院時現症:体 格,栄 養中等度.左 側胸部 に手術創
を認めるほか異常 な し
入院時検査所見:血 算,血 液生化学検査に異常 を認
めなか ったが,IAP(574μg/ml)とハ プ トグロ ビン
(244mg/ml)の軽度上昇 を認めた.肺 癌術 前に上昇
していたCAI25は正常であった.
検尿,尿 細胞診に異常な し.
IVP:左中腎杯 に軽度 の圧排 を認めた.
CT(Fig.IB):左腎中央部背側の7カ 月前に指摘 さ
れた嚢胞様腫瘤 は直径30mm大 に増大 していた.腫
瘍 内部 はほぼ均一,lowdensityで,造影効果 は軽度




血管造影検査:腫 瘍 は辺縁部が比較的濃染 を示 した
が,中 央部 は低血管性であ った.
超音波検査:腫 瘍 は腎実質 より高エ コーを呈 し,周
囲に低エコー帯 を有 した.
肺,肝,骨,脳 を含めた他臓器 に転移 を認め なか っ
た.以 上 よ り原発性左 腎腫瘍(cT2NOMO)の診 断の
もと,10月27日経腰的根治的左 腎摘除術 を施行 した.
摘 出標本:左 腎腫瘍 は約3.5cmの大 きさで,割 面
























































を示 し,偽 被膜 を認めなかった.
病理所見:腫 瘍 は,間 質成分 を多 く含 む,中 分化型
乳頭状 腺癌 の像 を示 し(Fig.2),既往の肺腺癌 の組織
所見 と同様 であ り,肺 癌 からの転移 と診断 された.術
後,当 院呼吸器科にて,経 過観察 していたが,96年6
月に右 肺,つ いで左肺 に も多発性の転移 を認め,術 後
13カ月経過 した現在,外 来加療中である.
考 察
腎 は肺,肝,骨,副 腎につ いで転移 をきた しやすい
部 位 で あ り,剖 検 例 で の転 移性 腎 腫 瘍 の頻 度 は,
12.2%-17.0%L2),といわれ る.し か し臨床的 に,
す なわち存命 中に発見 された腎転移例は比較 的稀 であ
り,1991年に川畑 ら3)が報告 した89例にわれ われ の調
べ えた報告例 を加え,現 在 まで本邦において自験例 を
含 め115例が報告 されてい る(Tablel).
転移性 腎腫瘍の原発巣 として は,肺 癌 が本邦報告例
の約35%と最 も多 く,梶 川 ら4)の30例の集計 の他,自
験例 を含め現在 まで42例が報告 されている.臨 床上,
問題 となるのは原発性 腎腫瘍 との鑑別である.特 に,
画像診断の発達 した今 日では,転 移性腎腫瘍 も自験例
のごとく,孤 立性,小 腎腫瘤 と して発見 されるこ とが
多 くなるか らで ある5)
転移性 腎腫瘍 の診断 に最 も有効 とされて い るの は
CTで あ る6'8)Hondaら6)は,転移性32例,原 発性
74例のCTを 比較 し,転 移性 腎腫瘍 は両側性(41%)
かつ多発性(53%)を 呈 しやすい とい う特徴 に加 え,
形態 は円形 を呈す る事が少な く,懊 状形 をきた した も
ののすべて転移性であ った として いる.ま た転移性で
は腫瘍 は腎被膜 内に限局するこ とが多 く,腎 被膜外に
膨 張性 に発 育す る ことは少 ない と述べ てい る.し か
し,CTに よる転移性 と原発性 との鑑別 は不可能 とす
る報告 もある8)自 験例 では,腎 被膜 内に限局 してい
たが,孤 立性,単 発性,円 形 であ り,原 発性 を否定で
きなか った.
血管造影 検査 では,肺 癌の腎転 移は,低 血管性 を呈
す るこ とが多 い 自験 例で も低血 管性 を呈 した もの
の,小 腎腫瘤では,血 管造影検査 による腫瘍 の質的診
断は不可能 という意 見が 多 く9),われわれ も同様 に考
える.
一方,現 在 まで,腎 癌 の増殖速度については種 々の
検 討 が な され て い るが 転 移性 腎腫 瘍 のdoubling
前 田,ほ か:転 移 性 腎 腫 瘍 一Doublingtime 35
time(DT)につ いて検討 した報告 は見あた らない、
その理 由と して,腎 転移が発見 されるのは,原 発癌の
終末期 であ り,数 カ月で死の転帰 をとることが多いこ
と,お よび孤立性腎転移 で発見 された場合,ほ とんど
がす ぐに手術 を受けているこ となどが挙げ られる.自
験例で は,最 初,腎 腫瘤 が10mm大 と小 さく,し か
も嚢胞状病変が疑われたため,経 過観察が行われた.
7カ月間で腫瘍 は急速 に増大 し,DTは40.6日と非常
に短 い値 を示 した.DTが468±84.6日であ るという
Fujimotoらの報 告lo)や,1年に平均約0.5cmの 増
大であ るとい うBirnbaumらの報告u>にみるように,
腎癌の増殖 は一般 に緩慢 である.し か し,自 験例 は,
rapidtypeの腎癌 にみ られ る赤沈充進,CRP陽 性,
発 熱,α2globurinの上 昇12)を示 さない に も関 わ ら
ず,腫 瘍 のdoublingtimeが短い,と い う腎癌 には
稀 な臨床所 見を呈 したことか ら,転 移性腎腫瘍 を第一
に考 えるべ きであったろ う.し か し臨床的 には他 に転
移巣 を認めなかったため腎摘 除術の適応 はあ った と考
える.
以上,肺 癌 の腎転移の1例 を報告 したが,転 移性 と
原 発性 の鑑 別が 治療 上必要 な症例 で は,2・-3カ月
サーベ イ ラ ンス を行 い.CTや エ コーでdoubling
timeをみるの も一法である と考 える.
結 語
Doublingtimeを算出 しえた肺癌 腎転移の1例 を経
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